
みかんのお礼

新幹線に乗つていた夫婦が、すぐ近<の席に松下幸之助が座ってい

ることに気がつきます。夫は彼の大ファンで、どうしても挨拶がし

たいと思い、声をかけようとします。しかし、理由もな<話 しかけ

ても、相手にして<れるかどうかわからない。そこで妻が、みかん

を差し入れて、きつかけを作ればいいのでは、と提案。夫はさつそ

<みかんを購入し、彼に差し出すことにしました。

彼は、この申し出を快<受け入れ、嬉しそうに「これはありがと

うございます」と言つて、その場で皮をむいて食べはじめました。

夫はみかんを渡せたし、あの松下幸之助と話すこともでき、大満足

で自分の席に戻リアイデアを<れた妻にも感謝しました。

そして、もうすぐ京都に着<という時です。彼は夫婦の座席にや

ってきて「先ほどはありがとうございました。とてもおいしかつた

です」と頭を下げました。天下の松下幸之助が、下車する前にわざ

わざ挨拶をしにきて<れたとt夫婦は感動します:

しかし、話はまだ終わりません。京都駅で下りた彼は、その夫婦の

座席が見える窓のところまで来て、深長と頭を下げ、夫婦の姿が見

えな<なるまで見送つて<れたのです。

夫は彼の行為に涙します。そしてt家に帰るとすぐに電気屋さんに

連絡:自宅の電化製品すべてをすショナル製品に変えたそうです。

この話は、2010.4月 に江口克彦氏の講演で聞いた内容の一部です。(た くさんの楽しい話をありがとう)

江口克彦氏とは松下幸之助の晩年 23年間、側近として共に過ごした方です。(松下幸之助の秘書、PHP総合

研究所社長、等)
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